
厚生労働大臣殿

/ “ 2 I
令和4年3月2 8日

機関名国立保健医療科学院
所属研究機関長職名院長

氏名曽根智史
次の職員の令和3年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい 
ては以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード.アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス機

能の確立に資する研究
3. 研究者名 ( 

(氏名.フリガナ)冨尾 淳•トミオ ジュン 
4.倫理審査の状況

(※〇当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みjにチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入 棟1)
審査済み 審査した機関 未審査(戲)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫 
理指針(拗)  ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  ■
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 等の実施に関する基本指針  ■
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： )  ■

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチヱックすること。
その他(特記事項)
條2)未審査に場合は、その理由を記載すること〇
ほ3)廃止前の'「疫学研究に関する倫理指針」、r臨床研究に関する倫理指針j、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針j、「人を対象 

とする医学系研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 .厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項)•該当する□にチヱックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■無□(無の場合はその理由： )
当研究機関におけるCO I委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関： )
当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有■無□(無の場合はその理由： )
当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有ロ 無■(有の場合はその内容： )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。
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厚生労働大臣殿
令和4年4月1日

機関名国立感染症研究所
所属研究機関長職名所長

氏名脇田隆字 
次の職員の令和3年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい 
ては以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード•アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェン

ス機能の確立に資する研究
3 .研究者名 (所属部署.職名)感染症危機管理研究センター•センター長

(氏名.ブリガナ)齋藤 智也.サイトウトモヤ 
4.倫理審査の状況

後1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき偷理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「番査済み」にチヱッ

該当性の有無 
有 4nE

左記で該当がある場合のみ記入棟1)
審査済み 密靈した機関 未審査(※艺)

人を対象とする生命科学■医学系研究に関する倫理指針(※3)  ■
遗伝子治癍等臨床研究に関する指針  ■
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実 
施に関する基本指針  ■
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

(指針の名称： )  ■

クし一部若しくは全部の密査が完了していない場合は、「未審査jにチヱックすること。
その他(特記事項)

 该2)未赛査に場合は、その理由を記敝すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針J、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針J、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 .厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項) •該当する□にチヱックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■無□(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるCO I委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告.審査の有無 q 有■無□(無の場合はその理由： )

当研究に係るCO Iについての指導.管理の有無 有□無■(有の場合はその内容：’• )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。
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令和4年3月17日
厚生労働大臣殿

機関名公立大学法人福島県立医科大学
所属研究機関長職名理事長

氏名竹之下誠一
次の職員の令和3年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理 
については以下のとおりです。
1•研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2.研究課題名 オールハザード.アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス

機能の確立に資する研究
3 .研究者名 (所属部署•職名)医学部公衆衛生学講座•教授

(氏名•フリガナ)安村 誠司•ヤスムラ セイジ 
4.倫理審査の状況

(※〇当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入險1)
審査済み 審査した機関 未審査(戲)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針  ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  ■
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 等の実施に関する基本指針  ■
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： )  ■

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査jにチェッタすること。 
その他(特記事項)

ぐ※？)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 .厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理
当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■無□(無の場合はその理由： )
当研究機関におけるCO I委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関： )
当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有■無□(無の場合はその理由： )
当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有 □無■(有の場合はその内容： )
(留意事項)•該当する□にチヱックを入れること。•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣殿
令和4年3月31日

機関名学校法人芝浦工業大学
所属研究機関長職名 理事長

氏名鈴見健夫
次の職員の令和3年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管
理については以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード.アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス

機能の確立に資する研究
3 .研究者名 (所属部署.職名)システム理工学部.准教授  

(氏名.フリガナ)市川 学.イチカワ マナブ 
4.倫理審査の状況

(※〇当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入(«1)
審査済み 審査した機関 未審査(戲)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針_  ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  ■
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
等の実施に関する基本指針  ■
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

(指針の名称： )  ■

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすることq
その他(特記事項)

ぐ※」)未審査に場合は,その理由を記載すること。
ぐ※］)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針J、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム.遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 .厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項)•該当する□にチェックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■無□(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるCO I委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有□無匯(無の場合はその理由：本学ガイドラインによる )

当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有□無■(有の場合はその内容： )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。
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令和4年2月18日
厚生労働大臣 殿

機関名空間情報科学研究センター
所属研究機関長 職 名 センター長

氏名 瀬崎薫
次の職員の令和3年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管 
理については以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード.アプ口ーチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス

機能の確立に資する研究
3. 研究者名 ( 

(氏名.フリガナ) 関本 義秀 セキモト ヨシヒデ
4.倫理審査の状況

(※り当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入该1)
審査済み 審査した機関 未審査(戲)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針(斂)  0

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  0
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 等の実施に関する基本指針  0
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： )  0

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチヱックすること。
その他(特記事項)'
(※艺)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針J、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針J、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講0 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項) •該当する□にチヱックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有0 無ロ(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるco I委員会設置の有無 有0 無 (無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有0 無口(無の場合はその理由： )

当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有ロ 無。 (有の場合はその内容： )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣 殿
令和4年3月17日

機関名 大阪医療センター
所属研究機関長職名 院長

氏名 松村泰志
次の職員の令和3年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管 
理については以下のとおりです。
1.研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業____________________

4.倫理審査の状況

2.研究課題名 オールハザード•アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス 

機能の確立に資する研究

3.研究者名 (所属部署•職名) 救命救急センター • 救命救急センター長

(氏名•フリガナ) 大西光雄 オオニシミツオ

(※〇当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入磁1)
審査済み 審査した機関 未審査⑽

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針_  0

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  0

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
等の実施に関する基本指針  0

その他、••該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： )  0

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチヱックすること。 その他(特記事項)
(:※?)未審査に場合は、その理由を記載すること。
该3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針J、「臨床研究に関する倫理指針J、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針J、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講0 未受講ロ
6.利益相反の管理

.(留意事項) •該当する□にチェックを入れること。
•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有 0 無□(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるco I委員会設置の有無 有。 無□(無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有 0 無□(無の場合はその理由： )

当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有ロ 無。 (有の場合はその内容： )
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厚生労働大臣 殿
機関名

所属研究機関長 職 名 
氏名

令和 4年 3月 2 2日

国立大学法人浜松医科大学
学長
3野泓之

次の職員の令和3年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管 
理については以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード•アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス

機能の確立に資する研究
3 .研究者名 (所属部署•職名) 医学部•助教

(氏名•フリガナ) jti杉 友•タカスギトモ  
4.倫理審査の状況

(^1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

該当性の有無 
有' 無

左記で該当がある場合のみ記入(幻)
審査済み 審査した機関 未審査(^2)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針⑽ □ ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 等の実施に関する基本指針 □ ■ □ □
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： ) □ ■ □ □

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。
その他(特記事項)
て※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ヌ)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針J、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項)•該当する□にチェックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■ 無□(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるC〇I委員会設置の有無 有■ 無□(無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有■ 無□(無の場合はその理由： )

当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有ロ 無■(有の場合はその内容： )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣 殿
令和５年７月２０日

機関名 国立大学法人 東京大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 藤井 輝夫

次の職員の令和３年度厚生労働行政推進調査事業費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相

反等の管理については以下のとおりです。

１.研究事業名 健康安全・危機管理対策総合研究事業

２.研究課題名 オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス機能の確立に資する研究

３.研究者名 (所属部署・職名)生産技術研究所・准教授

(氏名・フリガナ)沼田 宗純(ヌマダ ムネヨシ)

４.倫理審査の状況

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入(※1)

審査済み 審査した機関
未審査(※

2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針(※3)
□ ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称： )
□ ■ □ □

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

５.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■ 未受講 □

６.利益相反の管理

(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由：

)

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関：

)

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由：

)

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■(有の場合はその内容：

)

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。


